
そえだそえだ  S o e d a 
P u b l i c 
  R e l a t i o n sそえだ

◉クラウドファンディング実施中です
　英彦山のふもと、落合吉木地区で約 300 年にわ
たって花を咲かせ、地域の皆さんに愛されてきた
「吉木のヤマザクラ」。昨年の北部九州豪雨後に惜
しくも倒木してしまったこのヤマザクラを利用し、
復興のシンボルとなるモニュメントを皆さんから
支援を募り、制作します。
　皆さんの支援をよろしくお願いします。
●目標金額　1,700,000円
●募集期限　６月29日金

問 役場まちづくり課文化財係（☎82-5964）問 役場まちづくり課文化財係係係係（☎（☎（☎（☎（☎8282828282 5555969696964）

Readyfor 吉木のヤマザクラ

委託会社　（株）Readyfor
クラウドファンディングホームページ
添田町　吉木のヤマザクラ
https://readyfor.jp/projects/soeda-sakura2018
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吉
木
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で

　
　

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
を

▶▶▶クラウドファンディングとは…
「こんなモノやサービスを作りたい」「世の中の問題を、こんな
ふうに解決したい」などといったアイデアやプロジェクトを持
つ人や団体が、専用のインターネットサイトを通じて、世の中
に呼びかけ、共感した人から広く資金を集める方法です。今回
のクラウドファンディングは、寄付型となり、期間内に目標金
額に到達しない場合は、返金となります。

豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち

広 報



防災行政無線のサイレンパターン
　防災行政無線は、緊急事態の種類や放
送の内容ごとに、サイレンやチャイムの
パターンを決めています。
◉添田町
①避難勧告や避難指示などの緊急放送
　▶▶▶　サイレン音
②町の各種行事や防犯などに関する情報
　▶▶▶　チャイム音
◉田川地区消防本部
①町内での建物火災▶▶▶　消防本部サ
　イレン音
◉Ｊアラート
①緊急地震速報▶▶▶　緊急地震速報チ
　ャイム音
②各種特別警報▶▶▶　Ｊアラートサイ
　レン音
③ゲリラ等による攻撃、弾道ミサイル攻
　撃、大規模テロ▶▶▶　Ｊアラート有
　事サイレン音

PICK UP

　昨年の九州北部豪雨から
もうすぐ１年になり、これ
から梅雨や台風といった雨の
多い季節を迎えます。今回は、
水害をはじめとした災害に備え
て地域の皆さんができる対策を紹介し、
水害への備えを考えます。

　

昨
年
７
月
５
日
、
大
雨
特
別
警
報

が
発
令
さ
れ
、
落
合
地
区
を
中
心
に

滝
の
よ
う
に
た
た
き
つ
け
る
す
さ
ま

じ
い
雨
が
降
り
、
彦
山
川
を
濁
流
に

変
え
、
町
を
襲
い
ま
し
た
。
彦
山
川

沿
い
の
道
路
や
家
屋
に
は
流
れ
出
た

土
砂
や
流
木
が
散
乱
。
彦
山
川
の
護

岸
は
崩
れ
落
ち
、
橋
は
流
失
、
道
路

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
え
ぐ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
鉄
橋

を
流
木
が
塞
ぎ
、
家
屋
の
流
失
や
床

上
浸
水
や
床
下
浸
水
、
農
業
用
の
取

水
口
や
用
水
路
も
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
の
日
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
九
州
北
部
豪
雨
か
ら
も
う
す
ぐ

１
年
。
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
心
温

ま
る
ご
支
援
に
感
謝
し
、
町
は
、
復

興
へ
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
九
州
北
部
豪
雨
の
よ
う
な

局
地
的
豪
雨
が
頻
繁
に
発
生
。
被
害

状
況
だ
け
で
な
く
雨
の
降
り
方
に
も

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
こ

れ
か
ら
の
季
節
、
梅
雨
の
長
雨
や
台

風
の
接
近
な
ど
、
災
害
に
対
す
る
備

日
ご
ろ
の
備
え
を
確
認

あ
の
豪
雨
か
ら
１
年

え
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
、
あ
わ
て
ず
行
動

で
き
る
よ
う
家
庭
や
会
社
、
学
校
な

ど
で
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
、
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
家
庭
で
は

避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
災
害
時
避

難
用
の
非
常
持
出
品
や
非
常
備
蓄
品

を
確
認
。
ま
た
、
家
の
中
と
外
を
点

検
し
、
雨
ど
い
や
側
溝
の
落
ち
葉
・

土
砂
な
ど
を
取
り
除
き
、
家
の
周
り

の
水
は
け
を
良
く
し
、
雨
水
の
流
れ

を
止
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　

台
風
の
接
近
や
豪
雨
な
ど
、
災
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
高
ま
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
避
難
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
に
、町
は
「
避
難
準
備
」「
避

難
勧
告
」「
避
難
指
示
」
の
避
難
に
関

す
る
情
報
を
発
令
し
ま
す
。
皆
さ
ん

は
、
防
災
行
政
無
線
や
緊
急
速
報
メ

ー
ル
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
周

知
さ
れ
る
情
報
を
確
認
し
、
安
全
確

保
を
第
一
に
考
え
て
、
適
切
な
行
動

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

気
象
庁
は
、
警
報
基
準
を
は
る
か

に
超
え
る
数
十
年
に
一
度
の
大
災
害

が
起
こ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
た
場
合

に
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
危
険
が
迫
っ

て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
「
特

別
警
報
」
を
発
令
し
ま
す
。
特
別
警

報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
た
だ
ち
に
命

を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

安
全
確
保
を
第
一
に

から
これ
た雨の
今回は、
害に備え
る対策を
す。

え
を紹介し、

◉災害情報は電話やインターネットでチェック

◉防災メールまもるくん

　登録すると大雨注意報や警報、市町
村が出した避難勧告などの情報をメー
ルで受信できます。
http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

◉遠賀川防災情報
　遠賀川流域の河川ごと、市町村ごと
のレーダー雨量や河川水位、河川画像
をリアルタイムで提供します。また、
当サイトの河川情報アラームメールに
登録すると、九州地方の雨量水位情報
をメールで受信できます。
http://www.qsr.mlit.go.jp/onga/mobile/

※子育て支援連携システムの「子育てネットそえだ」
に登録している人は、災害などの緊急情報をメールで
受信できます。
【防災行政無線電話案内サービス】

　防災行政無線の放送内容を☎88-8555 で確認できま
す。また、町ホームページや添田町安心安全ツイッター
や添田町安心安全フェイスブックでも確認できます。
火災については、☎ 42-0119におかけください。

町 では、災害発生のおそれがある場合や
災害発生時に、自分で避難することが

困難で、支援が必要な高齢者や障がいのある
人（避難行動要支援者）の名簿を作成してい
ます。
　作成した名簿は、消防や警察、行政区長、
民生委員など避難支援に携わる関係者に平常
時から提供し、いざというときの避難支援に
活用します。災害発生時に備え平常時から避
難支援に携わる関係者への情報提供は、対象
者ご本人の同意が必要です。避難支援を希望
し、個人情報の提供に同意される人は、役場
まで連絡をお願いします。あらためて役場か
ら調査に伺います。
　なお、災害発生時は同意の有無に関わらず、
災害対策基本法に基づき、関係者へ情報提供
することがあります。また、情報提供に同意
することで、災害時に避難支援を受ける可能
性は高まりますが、必ず支援されることを保
証するものではなく、避難支援者は法的な責
任や義務を負うものではありません。

避難時に支援が必要な人の
名簿を作成しています

ご協力をお願いします

３　広報そえだ（平成 30年６月号） 広報そえだ（平成 30年６月号）　２【写真】昨年７月５日発生した九州北部豪雨の状況

あ
の
豪
雨
か
ら
も
う
す
ぐ
１
年

豪
雨
か
ら
も
う
す
ぐ
１
年年

災害への

　備えを

梅雨や台風の季節を迎えるこれから

問 役場防災管理課（☎82-4002）



▶期日前投票所は
　役場１階です

　期日前投票所は、役場１
階です。庁舎正面玄関かエ
レベーター側入口からお入
りください。投票日に投票
に行けない人は期日前投票
をしましょう。

◉
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
で
投
票
所
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
で
、
一
定
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
人
や
要
介
護
区
分
状

態
が「
要
介
護
５
」の
人
は
、
郵
便
で

添田町長選挙及び添田町議会議員一般選挙

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
の
場
合
は
前
も
っ
て
選
挙
管

理
委
員
会
に
申
請
し
て
、
証
明
書
の

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
入
場
券
を
な
く
し
た
場
合

や
、
ま
だ
届
い
て
な
い
場
合
で
も
選

挙
権
を
有
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
、

早
い
段
階
か
ら
社
会
の
一
員
、
主
権

者
と
し
て
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、選
挙
人
の
同
伴
す
る
子
ど
も（
乳

幼
児
や
児
童
、
生
徒
そ
の
他
の
18
歳

未
満
の
人
）
は
投
票
所
へ
の
入
場
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

開
票
は
投
票
日
当
日
、
町
民
会
館

で
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
選
挙
に

関
し
て
不
明
な
点
は
、
役
場
内
「
添

田
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
」
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７月８日日

　任期満了に伴う添田町長選挙及び添田町議会議員
一般選挙が、７月８日日に行われます。この選挙は、
添田町の未来を決める大切な選挙です。あなたの大
切な一票で、明るく豊かな添田町をつくりましょう。

あなたの大切な一票で、明るく豊かな町をつくりましょう

◉
住
所
要
件　

添
田
町
に
住
所
を
有

し
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
経
過
し

て
い
る
人
。
な
お
、
転
入
者
は
、
４

月
２
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
て
引
き

続
き
３
か
月
以
上
居
住
し
て
い
る
人

◉
年
齢
要
件　

平
成
12
年
７
月
９
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人

※
年
齢
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
で

も
住
所
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

町
の
選
挙
で
は
添
田
町
か
ら
転
出
し

た
人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
日
に
旅
行
や
仕
事
、
病
気
な

ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
期
日
前
投
票
の
期
間　

◉
期
日
前
投
票
の
会
場

　

添
田
町
役
場
１
階
で
す
。

※
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
さ
れ
た
病
院
や
施
設
に
入
院
、

入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
病
院
や

施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
選
挙
に

投
票
で
き
る
人
は

投票日

期
日
前
投
票
は

７
月
４
日
か
ら
で
す

不
在
者
投
票
で
き
る
人

◉
住
所
要 今投今投

入
場
券
を
な
く
し
て
も

投
票
で
き
ま
す

即
日
開
票
を
行
い
ま
す

投票時間７時～18時

■ 選挙に関する問い合わせ／添田町選挙管理委員会（☎ 82-1231）

今回の選挙から変わりました ７
月
４
日
水
〜
７
日
土

　
　

８
時
30
分
〜
20
時

住民課保健福祉環境課 水道課
出
納
室

東側入口▶

エレベーター

特１会議室

第３会議室

自動販売機

期日前
投票所

▲
正面入口

投票所 投票会場 投票所 投票会場 投票所 投票会場

第１ 添田小学校 第５ 添田町体育館 第９ 上津野活性化センター

第２ 中元寺公民館 第６ 庄地区集会所 第10 桝田地区公民館

第３ 彦山地区総合センター 第７ 中鶴教育集会所 第11 真木小学校

第４ 英彦山公民館 第８ 津野公民館 第12 岩瀬・新城集会所

◉町内の投票所は次のとおりです

投
票
所
入
場
券
の
裏
面
が

ど
ち
ら
か
ら
も
入
れ
ま
す

広報そえだ（平成 30年６月号）　４

期７期７

不不

入投入投

開
票
は 即

開
票
は 即 お

子
さ
ん
も
一
緒
に

入
場
で
き
ま
す

お入お入

投
票
所
入
場
券
の
裏
面
が

期日前投票が
スムーズに

変
わ
り
ま
し
た

　　　↑今までの投票所入場券
←新しく期日前投票宣誓書兼不　在者投票請求書・宣誓書がひ　とつになった投票所入場券

「投票所入場券」と「期日前投票宣誓

書兼不在者投票請求書・宣誓書」

　　がひとつになりました スムーズに
りました

※選挙当日に投票する場合は、宣誓書の記入は不要です。

　期日前投票をする場合、期日
前投票所に行く前に裏面の宣
誓書に必要事項を記入し、
持参すると受け付けが短
時間で行えます。投票所
入場券を持参しない場
合や未記入の場合は、
期日前投票所にある
宣誓書に記入し、
投票するこ
とになり
ます。

５　広報そえだ（平成 30年６月号）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦



７　広報そえだ（平成 29年６月号） 広報そえだ（平成 30年６月号）　６

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

Vol. ③

々佐 晋木　地域おこし協力隊に着任
してから１年半が経とうと
しています。現在は、道の
駅歓遊舎ひこさんを拠点と
し、添田町の商品を町外に
PRしています。町のこと、
人との関わり方など、毎日
新しい学びを得ると同時に、
多くの方のご協力を
いただき、感謝
に満ちた貴重な
時を過ごしてい
ます。人が優しく、自然
が豊かで食べ物がおいしく
暮らしやすい。そんな添田
町であり続けるために、皆
さんと協力させていた
だきながら頑張ってい
きます。今後ともよろ
しくお願いします。

　　　　ささき　　　　　しん

　添田町に居住し、地域活性化などの
活動を行う地域おこし協力隊。今回は
歓遊舎を中心に活躍している佐々木隊
員の紹介とレポートです。

　４月15日

はアスパラ、

29日はイチ

ゴの収穫体

験を行いました。天気

に恵まれ、多くの皆さ

んに参加してもらいま

した。皆さんが土草に

触れ、喜んでいたこと

が印象的でした。今後

も町の食や農と皆さん

が繋
つな

がることに携わっ

ていきたいと思います。

　　　●佐々木晋隊員

第２回・第３回旬野菜の収穫体験
～金の原大地の畑に行こう～

福
岡
県
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
森
林
整
備
事
業

森
林
を
守
り
、育
て
る

福
岡
県
は
、
平

成
20
年
４
月

か
ら
長
期
間
放
置
さ
れ
荒
廃
し

た
森
林
を
手
入
れ
し
て
、
健
全
な
状
態

で
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
「
森
林
環
境
税
」
を
導
入
し

ま
し
た
。

　

添
田
町
で
は
、
こ
の
税
を
利
用
し
、
荒
廃
森
林
の
再
生

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
森
林
の
荒
廃
が
進

む
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
30
年

度
以
降
も
、
福
岡
県
森
林
環
境
税
を
継
続
し
、
森
林
を
守

り
育
て
る
荒
廃
森
林
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◉
取
組
事
業
例

◆
荒
廃
森
林
の
整
備

　

強
度
間
伐
の
実
施
な
ど
、

長
期
的
に
機
能
を
発
揮
で
き

る
森
林
づ
く
り
を
目
指
し
、

整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
間
伐
実
施
体
制
の
整
備

　

植
樹
や
間
伐
な
ど
の
森
林

づ
く
り
活
動
を
拡
大
し
、
森

林
を
守
り
育
て
る
気
運
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

※
概
ね
15
年
以
上
手
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
保
安
林
（
保
安

林
で
な
い
場
合
は
保
安
林
へ
の
指
定
が
必
要
）
で
、
福
岡

県
の
指
定
す
る
要
件
に
合
え
ば
、
荒
廃
森
林
整
備
事
業
で

山
林
の
手
入
れ
が
可
能
で
す
。
対
象
の
森
林
に
よ
っ
て
、

整
備
の
内
容
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
林
業
振
興
係（
☎
82
―
５
９
６
２
）

７７７７ 広報広報広報広報広 そえだそえだえだそえだだ（平成（平成（平成平平成平 29年29年29年9 ６月号６月号月号月 ））））７　広報そえだ（平成 30年６月号）

　４月から医療療養病床に入院している65歳
以上の皆さんの光熱水費が右表のとおり見直
されています。この見直しは、在宅医療や介
護保険施設の入所者は、すでに１日370円の
光熱水費を負担していることを踏まえたもの
です。ただし、指定難病の人・老齢福祉年金
受給者は負担を求めません。

■ 問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）／ 後期高齢者医療広域連合（☎092-651-3111）■問役場住民課保険年金係（☎82 5

後期高齢者

医療広域連合

　　からのお知らせ

※一部 260円の場合あり
区分Ⅰ・Ⅱの人は「限度額適用・標準負担額減
額認定証」が必要となります。詳しくは、保険
年金係に問い合わせください。
★別途申請が必要です。長期入院の対象となる
入院日数は、後期高齢者医療制度以外の医療保
険の日数を含む場合があります。詳しくは保険
年金係に問い合わせください。

◉ 医療療養病床に入院している人の光熱水費

　後期高齢者医療制度の被保険者で入院した際の食事代の負担額が、４月から変わっています。

◉ 入院している人の食事代

■負担する1日当たりの光熱水費

医療療養病床に入院している65歳以上の人 ～3月 ４月～

・医療の必要性の低い人 370円 370 円

・医療の必要性の高い人（指定難病の人以外） 200円 370 円

・指定難病の人　・老齢福祉年金受給者     0 円     0 円

■負担する1食当たりの食事代

負担区分 ～ 3月 4月～

3割負担の人、一般 360円 4
※

60 円

区分Ⅱ
90日までの入院 210円 210 円

過去１年で90日を超える入院
★長期入院に該当 160円 160 円

区分Ⅰ 100円 100 円

▶

▶

　ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額を超えて支払った分を払
い戻す制度です。上限額は、個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。平成30年８月から後期高齢者
医療制度加入者の上限額が下表のように変わります。

◉ ８月から高額療養費の上限額が変わります

■８月からの高額療養費上限額

負担区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯ごと）
現役並みⅢ

（課税所得690万円以上）
252,600円＋（総医療費ー842,000円）×１％

（多数回該当140,100円※２）
現役並みⅡ

（課税所得380万円以上）
167,400円＋（総医療費ー558,000円）×１％

（多数回該当   93,000円※２）
現役並みⅠ

（課税所得145万円以上）
80,100円＋（総医療費ー267,000円）×１％

（多数回該当   44,400円※２）

一般（※１） 18,000 円
（年間上限144,000円）※３

57,600 円
（年間上限44,400円）※３

住民税
非課税

Ⅱ住民税非課税世帯
8,000 円

24,600 円
Ⅰ住民性非課税世帯

（年金収入80万円以下など） 15,000 円

※１　世帯収入の合計額が520万
円未満（１人世帯の場合は383万
円未満）の場合や、「旧ただし書き
所得」の合計額が210万円以下の
場合も含みます。
※２　過去12か月以内に３回以上、
上限額に達した場合は、４回目か
ら「多数回」該当となり、上限額が
下がります。
※３　平成29年８月診療分以降、
毎年８月から翌年７月診療分の１
年間が対象になります。

後 期高齢者医療広域連合では、制度に
加入する全ての皆さんが安心して医

療を受けられるよう、４月から光熱水費や
食事代の負担が見直さ
れ、８月から支払い上
限額が変わります。皆
さんのご理解とご協力
をお願いします。



　５月１日、皆

さんが納めてい

る町税について、

滞納解消を進め

るため、福岡県

から派遣された

４人の職員に、

辞令交付が行わ

れました。寺西

町長は「税金を

しっかりと納めてもらい、より良い町にしていきたい」

とあいさつ。町税は、行政サービスを行うために欠かせ

ない大切な財源です。納期限内の納付をお願いします。
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　　My Town T
opics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

県税職員辞令交付

自主財源を確保し住み良いまちへ

↑寺西町長から辞令を受け取る４人の県税職員

木とあそぼ！キッズ Wood Land

遊びを通して木の良さを体験しました

↑木を削って、世界にひとつのマイ箸を作りました

　５月26日、居

・食・住研究会

（荒木光子代表）

主催の　「キッズ

W
ウッド

ood L
ランド

and」が添

田木材で行われ

ました。会場で

は、子どもたち

が巨大なピタゴ

ラ装置で遊んだ

り、丸太切り体験が行われたりと、大盛況の様子でした。

荒木代表は「木に触れ、親しみ、もっと身近に感じても

らいたい。次回は秋頃開催予定です」と話していました。

まちの話題まちの話題

平成29年度高齢者叙勲

皆川智さん、旭日単光章受章

　長年、地方行政に多大な功績を収めたとし

て、元町議会議員の皆川智さんが旭日単光章

を受章しました。皆川さんは、昭和46年６月

に添田町議会議員に初当選。当時の町は石炭

産業が衰退し、財政的にも厳しい状況下でし

たが、常に情熱と誠意をもって、地方自治の

振興と発展のため尽力しました。地域住民の

厚い信望を得て、平成６年７月までの23年間

にわたって町議会議員を務めた皆川さんは、

総務文教常任委員会副委員長や産業常任委員

会副委員長などを歴任。住民福祉の向上や地

方自治の確立など、本町の発展に貢献した功

績が認められて、今回の受章となりました。

↓「毎日の散歩が日課。これからも人に恥ずかしくない生き方をしていきたい」と語る皆川さん

　５月18日、英彦山別所駐車場前に英彦山の

魅力を伝える“やまとまちの案内所”「H
ひこにわ

IKONIWA」

がオープンしました。「食で伝える案内所」を

コンセプトとした店内では、添田産の野菜を

ふんだんに使ったカレーライスや、英彦山の

水で入れたコーヒーなど、こだわりの食事が

味わえ、深倉米の玄

米茶や町の特産品な

ども販売。冬季と月、

火曜日は定休日です。

皆さんもHIKONIWAで

ほっと、ひと息つい

てみませんか。

HIKONIWAオープン

英彦山でひと息つきませんか

↓今年は２つのブロックとなった体育会。ブロック全員で力を合わせ、勝利を目指しました

添田中学校体育会

全力を出し切り勝利を目指す

　５月27日、添田中学校で体育会が行われま

した。この日のために練習を重ね、気合十分

で本番に挑む生徒たち。赤・青の２ブロック

に分かれて長なわとびやリレー、応援合戦な

どが行われ、手に汗握る対抗戦に応援席や保

護者から大きな歓声が沸き上がっていました。

また、男子による組

体操や女子の創作ダ

ンスでは、一致団結

して取り組んできた

生徒たちの姿に、会

場からは盛んな拍手

が送られていました。

　中元寺小学校

の全校児童53人

が５月16日、学

校近くの田んぼ

で田植えを体験

しました。児童

たちは、中元寺

の自然を愛する

会（宮金美樹会

長）の皆さんか

ら教わりながら、慣れない手つきで一列ずつ、丁寧に苗

を植え付けていました。秋には稲刈り体験も実施する予

定の児童たちは、お米の成長を楽しみにしていました。

中元寺小児童が田植え体験

お米の実る秋が今から楽しみです

↑泥だらけになりながら、植付けをする児童たち

英彦山長生会がシャクナゲ芽摘み

初夏の日差しの中シャクナゲ芽摘み

↑約20人でひとつひとつ丁寧に摘み取っていました

　英彦山地区長

生会（手嶋健会

長）の皆さんが

５月10日、英彦

山花公園でシャ

クナゲの芽摘み

作業を行いまし

た。この作業に

よって、来年も

花を期待できる

ようになります。手嶋会長は「また来年きれいな花を咲

かせ、多くの人にシャクナゲを見に来てほしい。少しで

もお役に立てればという思いです」と話していました。

↑暑い中元気にグラウンドゴルフをプレ―しました

　５月18日、添

田町老人クラブ

連合会の春のス

ポーツ大会がそ

えだサン・スポ

ーツランドとそ

えだドームで行

われました。ゲ

ートボールとグ

ラウンドゴルフ、

輪投げに約 200 人が参加。日ごろの練習の成果やチーム

ワークを発揮し、元気にボールを打ったり、グラウンド

を走ったりと笑い声の絶えない楽しい一日となりました。

老人クラブ連合会春のスポーツ大会

まだまだ元気、笑い声の絶えない 1日

↓地域おこし協力隊とも連携して、添田町の自然や野菜、お米などの魅力を伝えていきます

英彦山神宮　高千穂家に伝わるお宝展示

初公開、江戸時代後期の神宮のお宝

↑今回の展示を企画した添田町商工会女性部の皆さん

　添田町商工会

女性部（武貞眞

弓部長）による

　「英彦山神宮大

発見展」が歓遊

舎ひこさんで開

催されています。

英彦山神宮の高

千穂秀敏宮司の

協力で、江戸時

代後期の版木の写真や書などを展示。企画した武貞さん

は「英彦山の歴史や文化などの魅力を多くの人に知って

もらいたい」と語っていました。展示は６月30日まで。
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姫野 輝
ひかる

ちゃん 
６月７日生 ❷・町三

パパとママは、家族みんなを笑
顔にしてくれる輝くんが大好き
だよ（＾＾）これからも元気に
育ってね♡

元気に大きく育ってね。

杣友 旭
あやと

未人ちゃん 
６月８日生 ❶・上中元寺

６月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

木下 大
たいしょう

照ちゃん 
６月23日生 ❸・真木

たいたいの可愛い顔ポーズww☆
体重はお兄ちゃんを越しちゃうほ
どすくすくと育っています(>_<)
どすこい！！

いろんなお仕事があるんだね
みどり保育園児が社会科見学

まちのホットNews

　雲一つない青空となった５月11日、みどり保育

園児12人が、めんべい添田工場と田川消防署添田

分署へ社会科見学に行きました。めんべい添田工

場では、めんべいができるまでのＤＶＤや工場の

中を見たり、めんべいを試食したりして、おいし

さのひみつを学びました。消防署では、普段間近

で見ることのない大きな消防車に園児たちは大興

奮。重たいホースを持ったり、消防車に乗ったり

と、貴重な体験をしました。最後に「今日はあり

がとうございました。絶対に火遊びはしません」と

大きな声で約束をしていました。

①めんべい工場のお
姉さんの説明を真剣
に聞く園児たち　②
「おいしいっ。辛いっ」
と言いながらたくさ
ん試食しました　③
ホースをかっこよく
構える園児　④消防
車の中には何がある
のかな　⑤小っちゃ
な消防士になって記
念撮影

問 役場まちづくり課文化財係（☎ 82-5964）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～

今
回
の
歴
ま
ち
コ
ラ
ム
は
、平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間
の
計
画

で
実
施
し
て
い
る「
添
田
町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
（
以

下
、風
致
計
画
）」の
、現
在
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
然
と
歴
史
・
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

風
致
計
画
」
で
は
、
重
要
文

化
財
等
の
歴
史
的
建
造
物

の
保
存
や
、
伝
統
文
化
の
継
承
を

町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
様

々
な
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
度
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
主

な
事
業
は
、
重
要
文
化
財
「
中
島

家
住
宅
」
の
保
存
修
理
工
事
や
英

彦
山
神
宮
参
道
保
存
修
景
整
備
に

係
る
測
量
設
計
、
公
共
サ
イ
ン
整

備
事
業
な
ど
で
す
。

　

ま
た
小
学
３
年
生
、
４
年
生
を

対
象
に
作
成
し
た
歴
史
テ
キ
ス
ト

「
知
っ
て
る
？
添
田
町
の
歴
史
」を

各
小
学
校
に
配
布
し
、
授
業
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
か
ら
も

わ
か
り
や
す
い
と
評
判
で
、
一
般

販
売
を
行
う
な
ど
、
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

　

他
に
も
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
設

立
支
援
事
業
等
の
事
業
も
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
の
支
援
事
業
で
は
、

本
町
等
区
域
・
英
彦
山
区
域
そ
れ

ぞ
れ
に
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

重
要
文
化
財「
中
島
家
住
宅
」

の
保
存
修
理
工
事
が
今
度

中
に
解
体
工
事
が
終
了
し
、
そ
の

後
、
保
存
組
立
工
事
に
移
り
、
平

成
32
年
度
に
竣
工
予
定
で
、
町
の

貴
重
な
資
源
に
光
が
灯
さ
れ
ま
す
。

　

英
彦
山
区
域
で
は
、
英
彦
山
神

宮
参
道
保
存
修
景
整
備
工
事
を
今

年
度
か
ら
３
年
間
の
予
定
で
実
施

し
ま
す
。
１
年
目
の
今
年
度
は
英

彦
山
神
宮
か
ら
花
山
旅
館
付
近
の

工
事
を
計
画
。
工
事
期
間
中
は
地

域
に
お
住
い
の
方
を
は
じ
め
、
参

拝
者
や
登
山
者
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
共
サ
イ
ン
整
備
事
業
は
策

定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
平
成
35
年
度
ま
で
実
施
し
ま

す
。
町
内
の
誘
導
ル
ー
ト
や
施

設
案
内
板
を
計
画
的
に
整
備
し
、

効
果
的
に
来
町
者
が
周
遊
で
き

る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
「
風
致
計
画
」
は
、

進
捗
状
況
を
毎
年
、
関

係
省
庁
へ
報
告
し
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
発
信

や
後
世
に
歴
史
・
文
化
を
継
承

す
る
事
業
を
計
画
・
実
施
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご

覧
い
た
だ
き
町
の
歴
史
的
風
致

に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

【
文
・
ま
ち
づ
く
り
課
文
化
財
係
】

文
芸
歳
時
記

暮
し
向
き
替
え
て
ゆ
っ
た
り
豆
の
花　
　

石
谷
タ
ツ
子

変
体
仮
名
記
号
と
な
り
て
春
の
街　
　
　

牧
野
八
寿
子

ほ
ろ
苦
き
春
菜
に
命
浄
め
ら
れ　
　
　
　

武
田　

晴
子

軽
鴨
に
つ
い
て
行
き
た
し
わ
れ
は
喜
寿　

森
田　

竹
子

平
和
か
な
夏
の
白
さ
の
朝
ご
は
ん　
　
　

大
池
み
ど
り

【
俳
句　

投
稿
】

早
乙
女
も
修
学
院
は
借
景
に　
　
　
　
　

濵
田
イ
サ
オ

娘こ

身
罷
り
て
両お

や親
の
悲
痛
な
叫
び
か
な　

村
岡　

清
香

林
立
す
蕨
も
や
の
中
消
え
て
い
く　
　
　

寺
本　

紀
子

句
談
義
の
続
く
目
ま
と
ひ
払
い
つ
つ　
　

島
津
余
史
衣

駆
け
つ
こ
で
登
る
園
児
や
梅
の
丘　
　
　

柴
田　

一
世

貼
紙
に
「
巫
女
さ
ん
募
集
」
水
温
む　
　

斎
藤
智
寿
子

赤
味
帯
び
里
の
山
々
笑
ひ
け
り　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

法
螺
貝
の
音
色
遠
の
く
寒
の
雨　
　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

夕
日
あ
び
紅
色
に
染
ま
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　

六
角
堂
の
滝
の
水
音　

梶
谷　

敏
明

吹
き
落
ち
た
イ
ン
コ
の
餌
に
雀
等
は

　
　
　
　

今
朝
も
派
別
で
集
り
て
を
り　

櫻
木
マ
サ
子

甲
高
く
突
き
刺
す
如
く
鹿
の
声

　
　
　
　

山
峡
に
聞
く
草
を
刈
り
つ
つ　

独
活
山
強
実

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

庭
の
木
に
止
ま
り
し
雀
、
鵯
の
来
て

　
　

逃
げ
ま
ど
ひ
け
り
世
の
常
な
ら
む　

大
塚　

成
子

夕
風
に
白
バ
ラ
の
花
み
な
動
き

　
　
　
　

吾
愛
犬
は
小
屋
に
寝
ね
む
る　

五
十
嵐
田
鶴

田
が
ら
し
も
枯

か
れ
ひ
こ
ば
え

蘖
も
鋤す

き
返
さ
れ

　
　
　
　
　
　

土
黒
々
と
五
月
も
半
ば　

大
塚　

富
江

農
作
業
私
が
せ
ね
ば
と
気
が
勝
り

　
　
　
　

子
に
従
は
ぬ
あ
の
頃
も
あ
り　

平
井　

朝
子

胡
蝶
蘭
友
に
送
り
し
大
鉢
に

　
　
　
　
　

花
の
咲
け
る
と
喜
び
の
声　

木
村　

寛
子

庭
隅
に
実
生
の
金
魚
草
育
ち
て
は

　
　
　
　
　

黄
や
紫
に
花
咲
か
せ
を
り　

福
富　

廣
枝

故ふ
る
さ
と郷

を
思
ひ
出
さ
せ
る
田
植
え
時

　
　
　
　
　

休
校
と
な
り
て
吾
も
働
く　

荒
巻
ミ
サ
子

【
俳
句　

添
田
福
寿
句
会
】

生
涯
を
愚
直
に
生
き
て
風
光
る　
　
　
　

鶴
原　

幸
江

一
樹
と
て
同
じ
色
な
き
山
若
葉　
　
　
　

安
藤
は
じ
め

終つ
ひ

の
人
今
は
追
悼
春
惜
し
む　
　
　
　
　

熊
谷
ト
シ
エ

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】

初
蝶
や
や
さ
し
き
風
に
の
せ
ら
れ
て　
　

諌
山　

静
香

敗
れ
去
る
者
に
や
さ
し
き
夕
桜　
　
　
　

鈴
鹿　

雅
子

ゆ
く
春
や
降
る
と
も
み
え
じ
絹
の
雨　
　

安
永　

藻
香

◉
７
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

６
月
15
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

❶ ❷

❸ ❹

❺

「

URL：https://www.town.soeda.fukuoka.jp/docs/2014061800019/または、町ホームペー
ジで、検索欄より「添田
町歴史的風致維持向上
計画」で検索

Eメールでも、
受け付けをし
ています。

　E メールは
（koudojyouhou@town.
soeda.fukuoka.jp）まで
送信してください。

お子
さん
の写真

掲載
しませんか

♥３歳までのお子さん募集中です！７月生まれは６月15日金ま

でに連絡ください。　問 役場総務課広報・秘書係／☎82-1231



　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
行

い
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、

相
談
場
所
へ
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

６
月
16
日
土
、
17
日
日
、

　

23
日
土
、
24
日
日　

13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

６
月
16
日
土
＝
イ
オ
ン

　

モ
ー
ル
直
方
、
17
日
日
＝
道
の
駅

　

う
す
い
、
23
日
土
＝
道
の
駅
い
と

　

だ
、
24
日
日
＝
飯
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　

ィ
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
時
間　

１
人
30
分

問 

飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
28
―
７
５
５
５
）

▼
受
講
料　

２
万
円

▼
締
め
切
り　

８
月
31
日
金

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
高
齢
者
支

　

 

援
係
（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

７
月
8
日
日
〜
12
月
15
日

　

土
の
間
の
12
日
間
（
１
コ
ー
ス
２

　

日
間
）
／
定
員
各
20
人

▼
内
容　

介
護
の

　

ス
ト
レ
ス
ケ
ア
、

　

救
急
救
命
、
予

　

防
介
護
な
ど

※
詳
し
い
日
程
や

会
場
な
ど
は
問
い

た
就
業
支
援
や
養
育
費
相
談
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
受
付
日
時　

月
曜
〜
金
曜
９
時
〜

　

17
時
（
土
曜
と
第
１
・
第
３
日
曜

　

の
９
時
〜
16
時
も
受
け
付
け
）

▼
相
談
内
容　

▽
就
業
相
談
＝
来
所

　

相
談
・
出
張
相
談　

▽
養
育
費
相

　

談
＝
電
話
相
談　

▽
無
料
弁
護
士

　

相
談
＝
養
育
費
相
談
な
ど
の
結
果

　

弁
護
士
に
よ
る
助
言
が
必
要
と
判

　

断
さ
れ
た
場
合
、
弁
護
士
相
談
ク

　

ー
ポ
ン
を
配
布

※
そ
の
他
、
医
療
事
務
や
介
護
福
祉

士
実
務
者
研
修
も
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯

　

 

塚
ブ
ラ
ン
チ

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
０
３
９
０
）

▼
と
き　

６
月
24
日
日　

10
時
〜
18

　

時
（
受
け
付
け
は
17
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

イ
オ
ン
穂
波
店（
飯
塚
市
）

▼
内
容　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
な
ど

※
相
談
内
容

に
よ
り
弁
護

士
相
談
も
連

携
し
て
行
い

ま
す
（
15
時

〜
17
時
）
気

軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
採
用
期
間　

７
月
21
日
土
〜
８
月

　

30
日
木　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
時
給　

790
円

▼
募
集
人
数　

１
人
（
男
性
）

問 

ク
ア
ハ
ウ
ス（
☎
82
―
５
６
０
１
）

　

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
・
水
道
料

金
集
金
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

各
１
人

▼
勤
務
日
数　

月
15
日
程
度

▼
契
約
期
間　

平
成
30
年
7
月
１
日

　

日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
日

▼
募
集
項
目　

第
２
回
自
衛
官
候
補
生

▼
試
験
日　

７
月
７
日
土
、
８
日
日

▼
試
験
会
場　

小
倉
駐
屯
地
、
福
岡

　

駐
屯
地
、
幹
部
候
補
生
学
校
（
久

　

留
米
市
）

▼
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
限　

６
月
22
日
金

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

▼
募
集
期
限　

6
月
15
日
金

▼
応
募
方
法　

役
場
水
道
課
ま
で
履

　

歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問 

役
場
水
道
課
管
理
係

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
１
）

▼
と
き　

10
月
18
日
木
〜
平
成
31
年

　

１
月
24
日
木
の
間
の
指
定
さ
れ
た

　

火
曜
・
木
曜　

10
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
民
会
館
、
田
川

　

青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
（
田
川
市
）

▼
対
象　

介
護
業
務
に
従
事
し
よ
う

　

と
す
る
人
と
従
事
し
て
い
る
人

▼
定
員　

４
人

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
高
齢
者
支

　

 

援
係
（
☎
82
―
１
２
３
２
）

　

飯
塚
ブ
ラ

ン
チ
で
は
、

ひ
と
り
親
家

庭
を
対
象
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し

試
験
・
募
集
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Informationくらしに役立つ情報満載

教育のひろば

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

　田植えも終わり、町の田んぼには青々とした
苗が風にそよいでいます。これからの梅雨の雨
と夏の日差しを受けて秋の実りへと育つ様子は、
子どもたちの成長を連想させ、多くの期待を感
じさせるものであります。

　昨年の11月から12月にかけて、６回行いまし
た小学校統合基本計画（案）地域説明会での主な
質問、意見・要望の内容及び町としての回答を
添田町ホームページ（https://www.
town.soeda.fukuoka.jp/docs/20180
51100011/）に掲載しましたのでお
知らせいたします。
　この基本計画（案）については、現在の学校の
状況や子どもたちの教育環境を踏まえ、将来の
課題を示し、今後の町としての方針を出した上
で、保護者や地域の方々と一緒になって考えて
いくものであると思っています。今後も添田町
全体として最良となる学校統合の議論をする場
を設けていく予定です。現在、その内容や方法
について検討していますので、日程が決まり次
第、町民の皆さまにお知らせいたします。この
会議には多くの方々に参加していただきたいと
思っていますので、よろしくお願いします。
　添田町教育委員会では、学校・家庭・地域と
協働して、子ども達の「豊かな心と健やかな体
を育む教育の推進」に取り組んでいきます。

　来年４月、小学校入学予定のお子さんを対象
に就学相談の受け付けをしています。就学相談
とは、お子さんが言葉や身体などの発達状態や
能力に応じた適切な教育を受けられるよう、小
学校入学前に保護者の皆さんから受ける相談事
業のことです。入学に向けての不安や心配なこ
とを、一緒に考えていきましょう。

※数は、開示などを決定した年度で計上しています。

▶添田町情報公開制度および添田町個人情報保護制度の運用

年度 開示 一部開示 不開示 不存在 却下 不服申し立て

29年度 ４ ２ ０ 0 ０ ０

添田町情報公開制度・個人情報保護制度
運用状況を公表します　　　　問 役場総務課総務係（☎ 82―1231）

小学校統合基本計画（案）説明会
の質問、意見・要望の掲載

自
衛
官
採
用
試
験

児童手当の受給者は、
毎年６月に「現況

届」を提出しなければな
りません。この届出がな
い場合、６月分以降の手
当が受けられなくなりま
すので、必ず手続きをし
てください。
◉支給対象　中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最
　初の３月31日まで）の児童を養育している人
◉支給額（月額）

▷３歳未満　　　　　　　　　　　一律 15,000 円
▷３歳以上小学校修了前　第１・２子＝ 10,000 円　
　　　　　　　　　　　　第３子以降＝ 15,000 円
▷中学生　　　　　　　　　　　　一律 10,000 円
※児童を養育している人の所得が所得制限限度額以
上の場合は、特例給付として月額一律 5,000円の支
給となります。
※「第３子以降」とは、高校卒業まで（18歳の誕生日後
の最初の３月31日まで）の養育している児童のうち、
３番目以降をいいます。
◉支給月　原則として、６月、10月、２月にそれぞ
　れの前月分までの手当が支給されます。
◉現況届の手続きに必要なもの

▷印鑑
▷児童の属する世帯全員の健康保険証の写し
※受給者が被用者（サラリーマンなど）の場合
▷児童の属する世帯全員の住民票
※児童が添田町以外に住所を有している場合
▷その他、必要に応じた書類

問 役場保健福祉環境課子育て支援係
　 （☎ 82-1232）

忘れずに、早めの手続きをお願いします

６月は「児童手当現況届」
提出月です

家
庭
介
護
介
助
者
養
成
講
座

受
講
者
募
集

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
者
募
集

相
談

問 

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　
「
職
場
や
地
域
で
活
躍
し
た
い
」「
社

会
の
役
に
立
ち
た
い
」
そ
ん
な
高
齢

者
の
皆
さ
ん
を
後
押
し
す
る
説
明
会

で
す
。

▼
と
き　

６
月
19
日
火 

13
時
〜
15
時

　

30
分
／
参
加
無
料
・
申
込
不
要

▼
と
こ
ろ　

飯
塚
市
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上

問 

福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

　

 

飯
塚
オ
フ
ィ
ス

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
６
０
３
２
）

無
料
法
律
相
談

高
齢
者
の
た
め
の
し
ご
と
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
説
明
会

日
曜
街
か
ど
労
働
相
談
会

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
に
相
談
を

水
道
に
関
す
る
作
業
員
募
集

ク
ア
ハ
ウ
ス

夏
期
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　開かれた町政の推進、
個人の権利利益の保護を
目的とした制度です

開か
個人の
目的と

かれた町政の推進、
の権利利益の保護を
とした制度です

お

相談から就学までの流れ

まずは相談

※早め早めの相談をお願いします。

発達に心配がある、障がいがあるお子さんの
就学相談を受け付けています

学校見学・
教育支援
委員会

就学先の
決定

。



詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

英
彦
山
花
公
園（
☎
85
―
０
３
７
５
）

　

館
内
清
掃
・
機
械
点
検
な
ど
の
た

め
休
館
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
25
日
月
〜
７
月
１
日
日

問 

ク
ア
ハ
ウ
ス（
☎
82
―
５
０
６
１
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

市
役
所
・
町
村
役
場
、
公
社
管
理

　

事
務
所
田
川
出
張
所
ほ
か

問 

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅

　

 

管
理
部

　

 

（
☎
092
―
781
―
８
０
２
９
）

▼
と
き　

６
月
23
日
土
〜
７
月
８
日

　

日　

９
時
〜
16
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

英
彦
山
花
公
園
周
辺

▼
内
容　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
摘
み
、
ア
ジ

　

サ
イ
摘
み
な
ど

▼
入
園
料　

小
中
学
生
100
円
、
高
校

生
以
上
200
円

※
期
間
中
の
土
日
は
、
地
元
特
産
品

の
販
売
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

作
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
あ
り
。

※
内
容
は
日
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

相
談
や
、
情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

７
月
21
日
土
13
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

福
岡
市
市
民
福
祉
プ
ラ

　

ザ（
福
岡
市
）

▼
定
員　

50
人
／
参
加
無
料
・
要
申
込

問 

若
年
性
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

　

 

ー
（
☎
092
―
574
―
０
１
９
６
）

▼
募
集
住
宅　

県
内
に
所
在
す
る
県

　

営
住
宅
（
募
集
対
象
団
地
や
募
集

　

戸
数
な
ど
の
詳
細
は
募
集
案
内
書

　

を
確
認
く
だ
さ
い
）

▼
募
集
案
内
書
の
配
布
と
受
付
期
間

　

７
月
12
日
木
〜
７
月
23
日
月

▼
募
集
案
内
書
配
布
場
所

　

役
場
住
環
境
整
備
課
、
県
内
の
各

　

６
月
下
旬
か
ら

８
月
上
旬
に
か
け

て
、
町
内
の
各
地

区
で
産
業
用
無
人

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
農
薬
散
布
を
実
施
し
ま
す
。
短

期
間
で
の
防
除
の
た
め
、
早
朝
よ
り

作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
周
辺
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
農
業
振
興

　

 

係
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
重
い

病
気
に
な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
平
成
17
年
度
か
ら

21
年
度
に
か
け
て
、
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
の
案
内
を
控
え
て
い
ま
し
た

が
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、

現
在
は
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▼
対
象　

添
田
町
に
住
民
登
録
し
て

　

い
て
平
成
30
年
度
中
に
18
歳
に
な

　

る
人

性
別
の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
て
、
今
」

で
す
。

問 
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
男
女
共

　

 

同
参
画
推
進
係（
☎
82
―
５
８
０
０
）

　

 

対
策
課

　

 

（
☎
03
―
５
２
５
３
―
１
１
１
１
）

　

男
性
と
女
性
が
、

職
場
や
学
校
、

地
域
な
ど
で
、

そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
と

能
力
を
発

揮
で
き
る

「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
私
た
ち

の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
平
成
30
年
度
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
走
り
出
せ
、
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若
年
性
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

同
士
で
、
日
ご
ろ
の
不
安
や
悩
み
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

※
こ
の
他
に
も
対
象
の
年
齢
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
費
用　

無
料
／
母
子
健
康
手
帳
を

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

　

昭
和
23
年
〜
63
年
ま
で
の
間
で
、

満
７
歳
に
な
る
ま
で
に
集
団
予
防
接

種
や
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受

け
た
人
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
病
態
に

応
じ
て
給
付
金
が
受
け
取
れ
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
「
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
」
と
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

厚
生
労
働
省
健
康
局
が
ん
・
疾
病

お
知
ら
せ

有害鳥獣の捕獲駆除のために

　田畑を荒らす有害鳥獣を捕獲駆除
するためには、狩猟免許を取得し、
狩猟者登録をしなければなりません。
自分たちの田畑や地域を守るため、
狩猟免許を取得しませんか。

【狩猟免許試験】

◉とき　
　▷１回目　６月28日木　９時
　▷２回目　８月26日日　９時
◉ところ　
　▷１回目　庄内公民館
　▷２回目　筑後農林事務所
◉試験の種類　
　▷網猟免許　▷わな猟免許　▷第
　１種銃猟免許　▷第２種銃猟免許
◉申込期限　

　▷１回目　６月15日金
　▷２回目　８月17日金

【狩猟免許試験事前講習会】

◉と　き　７月21日土　13時～17時
◉ところ　田川青少年文化ホール
　　　　　（田川市）
◉受講料　3,500円、例題集1,620円
◉申込期限　７月13日金
問 役場地域産業推進課農業振興係　 
（☎ 82-1237）

Informationくらしに役立つ情報満載

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
に
よ
る

農
薬
散
布
を
行
い
ま
す

狩猟免許を
取得しませんか

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
け
ま
し
た
か

◉期間　７月10日火～９月21日金
◉腰・肩・膝痛予防教室＝毎週火・木
　①11時～12時、②14時30分～15時30分
◉ダイエット・筋力アップ教室＝毎週水・金
　①11時～ 12時、②14時30分～15時30分
問 クアハウスハピネス（☎ 82-5061）

クアハウス運動教室
◉健康維持と筋力アップを目指しませんか

納期限のお知らせ
●７月２日月が納期限です
　▷町県民税（１期・全期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

●出生　４ 人

●死亡　23 人

●転入　25 人

●転出　27 人

人の動き ４月末日現在（　）は前月比

●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　６月19日火、７月３日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　６月８日金（15 時～）、13日水（13時～）
●無料法律相談（オークホール／13時～16時）
　６月15日金
※２か月に１回の巡回無料相談会です。前日午前
中までに役場保健福祉環境課で予約してください。
問 役場保健福祉環境課（☎82-1232）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　６月12日火、７月10日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　６月12日火（10時～）、28日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　
手保健福祉環境事務所／要予約）
　６月６日水、７月４日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増
　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

●人　口　10,076 人（ー21人）

●男　性　  4,747 人（ー６人）

●女　性　  5,329 人（－15人）

●世帯数　  4,771世帯（ー10世帯）

相談

　３月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　４月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
今年の累計
２
０
０
２

今年の累計
80
０
20

発生件数種　類
  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（±０）
０（±０）

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

10（ー15）
０（±０）
３（＋１）

  車上ねらい

ク
ア
ハ
ウ
ス
休
館

イノシシやシカの被害防止対策として、「使用
済みのり網」の申し込み受け付けを行いま

す。数に限りがありますので、早めに申し込みを
してください。ただし、申し込み状況により枚数
を制限する場合があります。
◉あっせん枚数　500 枚（18ｍ× 1.8 ｍ／枚）
※金属製の網ではありません。
◉価格　350 円／枚（10枚単位で販売）
◉受付開始日　６月18日月
◉受け渡し日　８月13日月以降
　　　　　（平日９時～16時）
◉受け渡し場所　役場南側来客用駐車場横倉庫

６月18日月から受付を開始します

問 役場地域産業推進課農業振興係（☎ 82-1237）

野生鳥獣侵入防止用
「のり網」をあっせんします

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

接
種
時
期
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

６
月
23
日
土
〜
29
日
金
は

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

若
年
性
認
知
症
交
流
会

ポ
イ
ン
ト
方
式

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

枚）

売）

▼
香
典
返
し　

▽
星
野
直
機
（
上
中

　

元
寺
）
▽
籾
井
守（
上
中
元
寺
）▽

　

中
村
雄（
添
田
東
）▽（
故
）上
野
ノ

　

ブ
ヱ（
添
田
中
）▽（
故
）井
早
勝（
添

　

田
西
）
▽
大
谷
民
子（
伊
原
）▽
小

　

田
部
征
人（
桜
橋
）▽（
故
）松
井
シ

　

ゲ
子（
真
木
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
赤
間
徳
夫
（
岩
瀬
）
▽

　

伊
藤
麗
子
（
添
田
中
）
▽
三
丸
十

　

七
子
（
添
田
中
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
赤
間
徳
夫
（
岩
瀬
）
▽

　

伊
藤
麗
子
（
添
田
中
）
▽
三
丸
十

　

七
子
（
添
田
中
）

　

   　
（
平
成
30
年
５
月
14
日
現
在
）

ア
ジ
サ
イ
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
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◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山

線
の
復
旧
へ
向

け
た
協
議
の
そ

の
後
で
す
。
▼

４
月
４
日
の
復
旧
に
向
け
た
Ｊ
Ｒ
と

の
協
議
開
始
か
ら
、
県
や
関
係
自
治

体
と
の
協
議
や
意
見
交
換
を
重
ね
、

Ｊ
Ｒ
九
州
に
復
旧
着
工
の
決
断
を
迫
っ
て
い
ま
す
。
▼
Ｊ

Ｒ
九
州
青
柳
社
長
は
「
今
後
の
運
営
が
確
保
で
き
な
け
れ

ば
、
復
旧
着
工
は
難
し
い
」と
言
っ
て
い
ま
す
。▼
我
々
は
、

何
も
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
「
元
に
戻

し
て
も
ら
い
た
い
」
だ
け
な
の
で
す
。
乗
客
増
な
ど
の
運

営
は
、
我
々
も
ま
ち
づ
く
り
で
「
一
緒
に
考
え
て
行
き
ま

し
ょ
う
」
と
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
▼
70
億
円
と
も
言
わ

れ
て
い
る
復
旧
費
で
す
が
、
災
害
復
旧
で
国
の
助
成
も
あ

り
、
以
前
、
Ｊ
Ｒ
九
州
青
柳
社
長
も
参
議
院
の
国
土
交
通

委
員
会
に
参
考
人
と
し
て
呼
ば
れ
「
復
旧
に
充
て
る
資
金

な
ど
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
？
」
と
い
う
質

問
に
こ
う
答
え
て
い
ま
す
。「
上
場
後
も
、鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
自
己
資
本
等

に
よ
り
防
災
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
」「
予
算
上
、
災
害
対
策
の
経
費
を
見
越
し
て
お

り
ま
す
し
、
土
木
構
造
保
険
等
に
よ
る
備
え
も
し
て
お
り

ま
す
」「
こ
れ
ま
で
28
年
間
、
種
々
の
災
害
を
被
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

復
旧
を
果
た
し
て
き
た
わ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

復
旧
に
努
め
る
よ
う
努
力
を
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
し
ま
す
」
▼
災
害
復
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っ
て
い
き
ま
す
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６

↓5月8日、日田彦山線復旧の意見交換会での　
　原田啓介日田市長㊧と澁谷博昭東峰村長㊨
　寺西明男フェイスブックより

↑５月8日に東峰村で行われた
　日田彦山線復旧の意見交換会
　寺西明男フェイスブックより

色鮮やかな山笠集結

５月12日、13日の両日、添田神幸祭が行われ
ました。12日には各地区の山笠４基がJR日田
彦山線添田駅横広場に集結しました。

特養そえだからの投稿です

５月12日、13日に行われた野田地区の神幸祭。
伝統ある獅子舞と楽打ちが披露され、特養そ
えだの入所者の皆さんも見学しました。

６人がそろって飛びあがる楽打ち

下落合神幸祭が５月３日、４日に行われま
した。落合小の児童６人が太鼓を叩きなが
ら一斉に飛び上がる楽打ちを披露しました。

子どもたちの歓声、響く太鼓や鐘、笛の音

５月の風物詩、各地に受け継がれる伝統芸能

上落合神幸祭

添田神幸祭

津野神幸祭

下落合神幸祭

野田神幸祭

上中元寺神幸祭
 初夏の訪れを告げる神幸祭

 　５月上旬、町内
各地で神幸祭が行

われ、山笠や神
みこし

輿が町内を練り歩
きました。また、

神
かぐら

楽や獅
しし

子舞など、古くか
ら伝わる伝統芸能

を奉納。いつもは
静かなふる里に、

子ども

たちの歓声と太鼓
や鐘、笛の音が響

き渡り、各地に初
夏の訪れを告げて

いました。

まちかど特派員投稿
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